
市は、これまで事務事業の見直し、職員定数の適正管理や民間委託の推進などの行政改革に取り組
んできました。今回新たに、平成17年度から平成21年度を計画期間とする 「富士市行政経営プラン
～市役所の変革をめざして～」を策定し、さらなる改革を進めていきます。今回はこの取り組みにつ
いてお知らせします。
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市民の皆さんに満足していただける行政サービスを…

市役所は変わり続けます

基 本 理 念
自らを変革し、新たな価値を創造し、明確な使命と責任を持って、
市民満足度を最大化する行政経営

「富士市行政経営プラン」ってどんなプラン?
市役所の組織運営上の改革・改善プランにとどめず、市役所を地域
経営のかなめとして、市民の皆さんや企業との連携・協働により、地
域社会をマネジメントする役割を持たせた市役所の変革プランです。

主
な
改
正
点

◆
利
用
料
金
の
改
正

○
富
士
マ
リ
ン
プ
ー
ル
を
除
く
全
施
設
に
高
校
生
料

金
を
設
定

○
温
水
プ
ー
ル
の
専
用
利
用
料
金
を
減
額
し
、
さ
ら

に
一
コ
ー
ス
単
位
の
専
用
利
用
料
金
を
設
定

○
武
道
施
設
で
団
体
利
用
区
分
を
廃
止
。
ま
た
、
専

用
利
用
料
金
に
高
校
生
以
下
の
料
金
を
設
定

○
武
道
施
設
の
利
用
料
金
の
時
間
区
分
を
、「
午
前
」、

「
午
後
」、「
夜
間
」、「
一
日
」
に
統
一

○「
圏
域
内
」、「
圏
域
外
」
の
料
金
区
分
を
廃
止

○「
午
前
午
後
」、「
午
後
夜
間
」の
料
金
区
分
を
廃
止

◆
休
日
の
改
正

○
富
士
総
合
運
動
公
園
内
の
全
施
設

改
正
前
　
十
二
月
二
十
五
日
〜
翌
年
一
月
四
日
　
　

改
正
後
　
十
二
月
二
十
九
日
〜
翌
年
一
月
三
日

◆
利
用
時
間
の
変
更

○
市
立
富
士
体
育
館
（
附
属
富
士
柔
剣
道
場
、
附
属

卓
球
場
含
む
）、富
士
体
育
セ
ン
タ
ー
、
温
水
プ
ー

ル
、
厚
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園

利
用
開
始
時
刻
が
三
十
分
早
ま
り
ま
す

○
富
士
川
緑
地

改
正
前
　
午
前
八
時
〜
午
後
六
時
　

改
正
後
　
午
前
七
時
〜
午
後
七
時

○
富
士
市
東
球
場

改
正
前
　
午
前
八
時
〜
午
後
六
時

改
正
後
　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

基
本
方
針
１
【
自
己
変
革
】

時
代
の
要
請
に
こ
た
え
、
社
会
環
境
に
柔
軟
に
対

応
し
、
常
に
自
ら
を
変
革
す
る
行
政
経
営

（
推
進
重
点
項
目
）

市
長
が
変
革
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
つ
つ
、

市
役
所
の
各
部
門
の
権
限
の
強
化
や
、
責
任
の
明
確

化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
職
員
の
意
識
改
革
、
職
員
数
や
給
与

の
適
正
な
管
理
、
職
員
の
人
材
育
成
、
財
政
の
自
主

性
・
健
全
性
の
確
保
な
ど
を
図
り
ま
す
。

基
本
方
針
２
【
価
値
創
造
】

顧
客
志
向
を
ベ
ー
ス
に
戦
略
的
に
行
動
し
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
行
政
経
営

（
推
進
重
点
項
目
）

市
民
の
皆
さ
ん
を
市
役
所
の
お
客
さ
ま
と
と
ら
え

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
民
・
企
業
・
市
役
所
の
協

働
、
民
営
化
・
民
間
委
託
な
ど
の
推
進
、
電
子
自
治

体
の
構
築
な
ど
を
図
り
ま
す
。

基
本
方
針
３
【
使
命
と
責
任
】

明
確
な
使
命
と
目
標
を
持
っ
て
成
果
を
追
求
し
、

社
会
的
責
任
を
果
た
す
行
政
経
営

（
推
進
重
点
項
目
）

市
役
所
の
目
標
を
明
確
に
し
、
行
政
評
価
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
果
を
重
視
す
る
組
織
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
の
仕
事
の
公
正
性
と

透
明
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
が

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
ま
す

皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し
、
休
日
、

利
用
時
間
、
利
用
料
金
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。



こ
れ
ら
の
実
施
計
画
に
よ
り
、
配
置
職
員
を
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
の
数

か
ら
五
年
間
で
五
％
削
減
し
、
二
千
二
百
人
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
五
年
間
で
、
約
四
十
億
円
の
経
費
節
減
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
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●職員定数の推移

（平成8年度～平成17年度）

2,200人 

2,300人 

2,400人 

2,500人 

H17H16H15H14H13H12H11H10H9H8

2,320人 

2,529人 

（年度）

●今後の職員数の削減計画

（平成17年度～平成22年度）

平成17年 

2,320人  

1,115人  

591人  

614人 

平成22年 

2,200人  

1,049人  

565人  

586人 

削減数  

  △120人 

△66人 

△26人 

△28人 

  総　数 

一般行政部門 

特別行政部門 

企業会計部門 

内
　
訳 （教育・消防） 

（病院・水道・下水道） 

 

内
　
訳 

△40億3,348万円 

△23億   464万円 

△6億6,778万円 

△7億   283万円 

△10億7,814万円 

7億1,991万円 

　　　　　 総　額 

事務事業の再編・整理、廃止・統合 
による削減効果額 

民営化・民間委託などの推進による 
削減効果額 

臨時職員などの活用による削減効果額 

給与構造改革の実施による削減効果額 

拡大する業務に対応するための増額 
要素 

 

行
政
経
営
プ
ラ
ン
実
施
計
画
に
お
け
る
主
な

取
り
組
み

◆
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合

①
現
在
実
施
し
て
い
る
※事
務
事
業
評
価
を
活
用
し
、

各
所
属
の
責
任
で
、
事
務
事
業
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
取
り
組
み
ま
す
。

②
プ
ラ
ン
の
推
進
重
点
項
目
は
、
全
庁
を
挙
げ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
重
点
的
に
進
行

管
理
を
行
い
ま
す
。

※
事
務
事
業
評
価

行
政
評
価
の
一
つ
で
、「
計
画→

実
施→
評

価→

改
善
」の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
事
務
事
業

に
目
標
数
値
を
設
定
し
て
達
成
度
を
は
か
り
、

効
率
性
や
有
効
性
を
追
求
し
て
業
務
改
善
を
行

う
も
の
。

◆
民
営
化
・
民
間
委
託
な
ど
の
推
進

①
市
の
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
民
営

化
・
民
間
委
託
な
ど
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

②
民
営
化
・
民
間
委
託
が
可
能
と
判
断
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
務
調
整
や
関
係
者
と
の
調
整

を
十
分
に
行
っ
た
上
で
実
施
し
ま
す
。

③
民
間
委
託
の
場
合
、
委
託
後
も
最
終
責
任
は
市

に
あ
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
に
受
託
者
を
管
理
・
監
督
し
ま
す
。

◆
給
与
構
造
改
革
の
実
施

①
職
務
や
職
責
を
重
視
し
た
給
与
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
、
給
料
表
の
構
造
な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

②
勤
務
成
績
に
基
づ
く
昇
給
制
度
を
確
立
し
ま
す
。

③
通
勤
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
等
を
見
直
し
ま
す
。

④
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職

務
の
性
格
や
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
正
化
を

図
り
ま
す
。

区　　分　    　　　　　   　     午前　　　  午後　　　  夜間　　      1 日 

　  一般　    1万7,850円  2万9,750円   2万 790円   6万8,390円 

 高校生以下       8,920円  1万4,870円   1万 390円   3万4,180円 

      一般             2,550円  　  4,250円      2,970円　     9,770円 

 高校生以下　    1,270円       2,120円　   1,480円　    4,870円 

      一般　　　　　　　      1 人 1 回につき　400円 

 小中学生・高校生　　　　          1 人 1 回につき　200円 

      幼児　　　　　             1 人 1 回につき　100円 

軽体育室　　　　　　　　　　630円　     1,050円　　  630円         2,310円 

プ
ー
ル 

アマチュアスポーツ団体が利用する場合 

その他の団体などが利用する場合 

 260円　        440円　　  260円　　     960円 

 780円    　 1,320円　　 780円　　  2,880円 

団体が専用で 
利用する場合 

個人が利用する場合 

プール全体 

1コース当たり 
（最大 3 コースまで） 

会
議
室 

 

■
温
水
プ
ー
ル
の
料
金
表

〜
利
用
料
金
改
正
の
一
例
〜

専
用
で
利
用
す
る
場
合
の
料
金
が
大
幅
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●節減される経費の内訳

「
富
士
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
」
は
、

行
政
経
営
課
、
中
央
図
書
館
、
各
公
民

館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
富
士

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。な

お
、
実
施
計
画
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
、

広
報
ふ
じ
や
富
士
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

毎
年
報
告
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
経
営
課

※
詳
し
く
は
、
五
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。
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